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　人口の高齢化に伴い、心房細動の患者数が増加し、現在約100

万人と推定されています。心房細動は、動悸や息切れを起こすだ

けでなく、脳梗塞発症の原因となり、重篤な後遺症や死亡の原因

となります。当院では従来の薬物治療に加えて、心房細動に対す

るカテーテルアブレーション（根治術）を2012年より開始し、着実

に実績（根治例）をあげています。高度の技術を必要とするカテー

テルアブレーションのため、エキスパートドクターの協力を得て、当

院のスタッフが一丸となって治療にあたっています。循環器診療は

高度に専門分化しているため、PCI（冠動脈ステント植え込み術な

ど）はできても、不整脈に対するアブレーションは他院を紹介して

いる専門病院もあります。アブレーションを施行可能でも、外来担

当の医師とPCIを行う医師、アブレーション担当の医師が別々で

ある病院がほとんどで、患者さんにとっての不安の原因ともなって

います。当院では、外来を担当する医師が治療に参加し、PCIにも

アブレーションにも精通したチームが、治療を行います。

　アブレーションにも合併症の可能性があり、充分な説明を受け

ていただく必要があります。アブレーションの説明を、2回にわたっ

て2時間お話することもあります。その結果、アブレーションを受け

ない方針を選択される患者さんもおられます。病気のことと治療

のことをよく知ったうえで、治療を選択いただきたいと思います。

　心房細動は、早期の段階から高血圧、肥満、糖尿病などに対す

る積極的な介入が必要で、抗凝固療法を適切に行う必要がありま

す。ある研究では、抗凝固療法の対象となる患者さんの半数程度

しか適切な投薬を受けておられないという結果がでています。後

遺症なく、元気なシニアライフのために、心房細動、不整脈と指摘

をうけられた方はぜひご相談ください。

〈追伸〉近隣の大学病院では、治療までに3カ月以上の順番待ちが

あるとききますが、脳梗塞を発症してからでは、手遅れとなります。

当院では、基本的に1カ月以内に治療が可能で、入院期間も3泊程

度が標準です。

　

日
頃
は
訪
問
看
護
活
動
に
ご
理
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と
ご
協
力
を
頂

き
ま
し
て
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
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い
ま
す
。

　

当
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
今
年
で
開
設
二
十
年
目
を
迎
え

ま
す
。こ
れ
ま
で
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
関
係
機
関
の
皆

様
と
、縁
あ
っ
て
関
わ
ら
せ
て
頂
い
た
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利
用
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様
と

ご
家
族
様
に
心
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ら
お
礼
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げ
ま
す
。

　

さ
て
、お
正
月
の
積
雪
が
溶
け
始
め
た
日
、あ
る
方
が

自
宅
で
そ
の
生
涯
を
終
え
ま
し
た
。「
楽
に
逝
け
た
ら
い

い
な
…
」そ
の
言
葉
通
り
、ろ
う
そ
く
が
消
え
る
よ
う
な

静
か
な
最
期
で
し
た
。医
師
は
小
さ
な
お
孫
さ
ん
に
命

の
終
わ
り
を
優
し
く
告
げ
ま
し
た
。私
た
ち
は
こ
の
よ

う
に
臨
終
に
立
ち
会
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、悲
し
み

の
中
に
命
を
慈
し
む
優
し
い
時
間
が
流
れ
ま
す
。

　

昨
年
の
診
療
報
酬
改
定
で
は
、タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
の

充
実
や
重
症
者
の
受
け
入
れ
に
力
を
注
い
で
い
る
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
高
く
評
価
す
る「
機
能
強
化
型
」が
新
設

さ
れ
ま
し
た
。

　

在
宅
医
療
制
度
が
変
わ
り
ゆ
く
中
、訪
問
看
護
の
質

が
今
後
ま
す
ま
す
注
目
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

年
の
初
め
に「
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
、そ
の
人
ら
し
く

最
期
ま
で
」こ
の
言
葉
を
痛
感
し
ま
し
た
。「
生
か
さ

れ
て
い
る
」の
で
は
な
く
、「
生
き
て
い
る
」と
感
じ
て

い
た
だ
け
る
支
援
の
在
り
方

を
こ
れ
か
ら
も
皆
様
と
模

索
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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昭
和
25
年
に
祖
父
が
福
山
医
院
を
開
設

し
、現
在
ま
で
約
65
年
に
わ
た
り
地
域
の
み

な
さ
ま
の
診
療
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。当
院
は
上
賀
茂
橋
西
詰
か
ら
ほ
ど
近

い
場
所
に
位
置
し
、以
前
か
ら
京
都
博
愛

会
病
院
や
冨
田
病
院
の
先
生
方
、ス
タ
ッ

フ
様
に
は
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
大
変
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
11
月
よ
り
父
か
ら
の
継
承

を
機
に
、中
村
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
名
称

変
更
し
、リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。病
院
勤
務
中
は
消

化
器
内
科
、内
科
診
療
、健
診
業
務
を
中

心
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。こ
の
度
、

夫
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
あ
り
、循
環
器
領

域
も
よ
り
専
門
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。当
院
で
は
、

血
液
検
査
、心
電
図
、レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
、

超
音
波
検
査（
頚
動
脈
、心
臓
、腹
部
）、上

部
消
化
管
内
視
鏡
検
査（
苦
痛
の
少
な
い

鼻
か
ら
も
可
能
で
す
。）、24
時
間
ホ
ル
タ
ー

心
電
図
、A
B
I
検
査（
動
脈
硬
化
の
程

度
を
評
価
）な
ど
の
検
査
が
可
能
で
あ

り
、一
般
内
科
疾
患
に
加
え
、消
化
器
疾

患
、循
環
器
疾
患
に
対
し
て
も
早
期
診

断
お
よ
び
早
期
治
療
を
心
が
け
て
お
り

ま
す
。

　

自
院
で
の
対
応
が
困
難
な
場
合
は
病
診

連
携（
病
院
と
診
療
所
）、診
診
連
携（
診
療

所
と
診
療
所
）、介
護
、福
祉
連
携
を
充
分

に
い
か
し
、専
門
医
や
地
域
の
診
療
所
や

病
院
へ
の
橋
渡
し
を
迅
速
に
行
っ
て
い
き

ま
す
。ま
た
健
診
や
予
防
接
種
な
ど
の
予
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○
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○
火 水 木 金 土

午後 5:00－ 7:00

防
医
学
に
も
取
り
組
み
、健
康
、病
気
、栄

養
に
つ
い
て
の
相
談
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

い
、患
者
様
と
一
緒
に
病
気
に
な
ら
な
い

生
活
習
慣
を
考
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
い
、医
院
名
や
建

物
は
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、祖
父
か

ら
受
け
継
い
だ
魂
は
そ
の
ま
ま
に
、こ
れ

か
ら
も
地
域
の
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
よ

り
身
近
に
、末
永
く
親
し
ん
で
頂
け
る
ク

リ
ニ
ッ
ク
を
目
指
し
ま
す
。

　

ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
あ
り
ま
す
若
葉
が
大

地
か
ら
芽
吹
き
、青
々
と
生
い
茂
る
様

に
、ク
リ
ニ
ッ
ク
が
成
長
し
、患
者
様
の

立
場
や
ご
家
族
様
に
寄
り
添
っ
た
優
し

い
医
療
の
提
供
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
。北
区
の
基
幹
病
院
で
あ
る
京

都
博
愛
会
病
院
、冨
田
病
院
に
は
今
後
も

お
世
話
に
な
る
か
と
は
存
じ
ま
す
が
、何

卒
、宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

冨田 哲也理事長

　昭和59年川崎医大卒、京大病院で研修医、国立姫路病院、滋賀県立
成人病センター等で循環器診療後、京大大学院で循環器の研究と診療
に携わり、平成7年より冨田病院で診療しています。
　平成12年より心臓カテーテル検査及び治療を開始し、最初は一人で行い
大学から応援していただく事もありましたが、当院に岡田先生と川島先生
に加わっていただき、いずれも経験豊富な知識と技術をもっておられ、小
さい病院ですが協力して高度な循環器医療ができるようになりました。
　一昨年、心カテ室も最新のアンギオ機器に更新され、また発作性心房細動の
カテーテルアブレーションも月2回、第二、第四土曜日にできるようになりました。
　冠動脈CTができる医療機関も増えましたが、当院のフィリップス社製64
列CTは心房細動など不整脈のある人や心拍の早めの人でも比較的きれい
に撮れます。また冠動脈壁の動脈硬化の状態もよくわかりますので、糖尿
病などリスクのある人は早めの検査を勧めていただければ幸いです。

川島 明代志内科部長

　昭和61年京都大学卒業。日本内科学会認定内科専門医、循環器病学
会専門医、インターベンション学会名誉専門医。
　内科、循環器の診療をおこなっています。ステントを使った冠動脈形
成術や、末梢血管形成術、不整脈に対するカテーテルアブレーション治
療、ペースメーカ治療に精力的に取り組んでいます。2年前には、血管造
影装置を最新のものに更新し、さらに低被爆での検査治療が可能となり
ました。今年は、高性能CTのソフトをバージョンアップし、高精細な画像
をより迅速に得ることができるようになり、外来での待ち時間の間に、
患者さんに速報することが可能となりました。
　ある患者さんが以前、急性心筋梗塞で受診され、私がカテーテル治療
を担当いたしました。その後年月を経て不整脈を発症され、アブレーショ
ンを私が担当することができました。これからも、私が外来で診療させ
ていただきます。専門分化する心臓病治療に関するワンストップ（ここ
で、基本的にすべて完結する）病院でありたいと思います。
　質の高い診療を継続するために患者さんとともに健康でありたいと、
軽登山を始めました。（シェイプアップのためという噂もあります。）ドラ
マのセリフのように“わたし、失敗しないので”と言いきれるだけの努力と
研鑽を積んでいきたいと願っています。

岡田 幾太郎副院長

　冨田病院へは平成16年に赴任いたしました。以来早くも11年になりま
す。その間近隣の開業医の先生方、病院・施設の先生方にも患者さまの
ご紹介、また退院後のご加療にと、大変お世話になっております。有難う
ございます。
　出身は、先月に金沢まで新幹線が開通した北陸の石川県です。昭和58年
に京都大学を卒業し、主に循環器内科の診療に携わってまいりました。
冨田病院でも循環器内科を中心に内科一般の診療を担当しております。
外来は（月）（木）（金）の午前で、それ以外は病棟・検査業務等を行っ
ております。ただ、（火）午前、（木）午後は他院にて診療に携わっている
ため不在となり、ご迷惑をおかけしております。
　当院では、ご高齢の患者さまが多く、中には九十歳代までお元気で、
狭心症・心筋梗塞・心不全などを患い、心臓カテーテル検査・治療を受

けられる患者さまもいらっしゃいます。しかしながら、認知症をはじめと
して、種々の併存症をお持ちで、侵襲を伴う検査・治療が困難な患者さ
まや、希望されない患者さまも多くいらっしゃいます。それらの方々に
は、尊厳を守りながら、心身の負担の少ない、保存的な治療をできる限
り行うよう心がけております。
　また、救急指定病院ではない、一般病床・地域包括ケア病床・障害者
病床をもつ病院として、充実したリハビリ機能を活かすべく、救急病院で
の急性期治療後、退院するにはまだリハビリが必要な患者さまや、病状
が十分安定していない患者さまも積極的に受け入れております。リハビ
リ・治療により、病状が安定したのち、患者さま・ご家族とも安心して自
宅へ退院、また施設入所、他院への転院などが行えるよう、多職種のス
タッフ一同で努力いたしております。今後ともご紹介の程、何卒よろしく
お願い申し上げます。

冨田病院
循環器内科ドクター自己紹介
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冨　田　病　院 TEL：075-491-3241 〒603-8132 京都市北区小山下内河原町56 http://www.kyoto-hakuaikai.or.jp/tomita/
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